
















































にすること，さらには，『学習指導要領一般編（試案）』（1947 年 3 月，以下，『一般編』）による「地
域の特性」「学校の施設の実情」「児童の特性」に応じた各学校による自主的な教育課程編成の推奨を
受けて展開された多様な実践の特色を明らかにすることに注目してきたことによる。そのため，社会






















1946 年12 月に教科書局の1947 年度実験学校として社会科研究を開始し，1947 年2 月2〜4 日に開
催した初等教育講習会で「社会科への構想」を示した。同年 4 月には，授業を公開し，7 月までに社
会科単元指導計画（第一次案）を発表している。第一次案は，9 月からの授業開始に先駆けた発表で
あったため，全国から注目を集めるものであった。その後，1948年度には，第一次案を修正した第二
次案（9 月 10 日）を発表するとともに，学習指導研究会（9 月 18，19 日）を開催して学習指導を公
開している。さらに，1951年度には，『小学校学習指導要領社会科編（試案）』（以下，『26年版』）の
改訂に合わせて第二次案を修正した『社会科年次計画』（1951 年 3 月，以下，第三次案）を発行し，
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	 第2節	 本研究の課題	  
	 第3節	 本研究の方法と史料	  
第1章	 国民学校期における教授の方法的体系の性格	  
	 第１節	 国民学校教科の実践的研究の背景	  
	 第2節	 国民学校教科の実践的研究の構想	  
	 第3節	 国民学校教科の実践的研究の実施と教授の方法的体系の具体化	  
第2章	 社会科の導入過程と社会科単元指導計画の作成	  
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9 月の学習指導研究会で公開された「工場生産」（第 6 学年）は，「基礎的研究」で行われた「児童研
究」で明らかにした「生活」「能力」「関心」に基づいて，学習指導が構成されていた。 


























































	 （『東京学芸大学紀要 第3部門，社会科学』第39号，1987年）123-142頁。 
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・信州大学教育学部附属長野小学校『社会科年次計画』（1951年）。 








・長野師範学校男子部附属小学校『学習指導年次計画 一，二年』『同	 三，四年』『同	 五，六年』（1948	  
	 年）。 
・文部省『学習指導要領一般編（試案）』（1947年）。 
・文部省『学習指導要領社会科編Ⅰ（試案）』（1947年）。 
・文部省『小学校社会科学習指導要領補説』（1948年）。 
・文部省『小学校学習指導要領社会科編（試案）』（1951年）。 
・文部省『小学校学習指導要領社会科編』（1955年）。 
